
C －15　 公団住宅における居住者の住意識

一困っている点について一

奈良女大家政　○鈴木　 みよ

疋田　洋子

近藤 公夫

北村　 君

1.　衣食に比べ住居は現在のわが国の庶民生活上質量

どもに最も貧し く，その向上は政治上の問題点として重

要視されている。

然るにその量は当然として，質にっいてはその理論的

公式的な向上が叫ばれているにナぎず，庶民の心からの

要求，困っている点の実態を把握されての上での要求は

意外に少ないようである。　　　　　　　　　　 ク　’｀

今回は，公団住宅に住んでいる人々はすまいにづいて

困っているのかいないのか，困っている場合はどのよう

な点で困っているのかを知るために奈良市内の一公団住

宅について調査した。



2. 調査対象は奈良市紀寺団地518 戸 中477 戸。

調査期間は昭和42年 ６月。

調査方法は各主婦にすまいについて最も困っている点を

あげてもらい，それを住宅の型式・位置別，家族人数・

構成別，世帯主の年令・学歴別，収入別，転入時期別な

どにより比較検討してみた。

3. 困っている点がないとい うのは全体の30% 前後あ

り，困っているとい う場合約40% の人々が狭い と答え，

30% の人 々が衛生関係について，残り30% が施 設，交通

の不便さ，人間関係などのその他となっている。
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